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1．はじめに 

1.1．トワイライトエクスプレス 

 かつて大阪―札幌間で運行されていた豪華寝台

列車トワイライトエクスプレス（1989～2015 年）

では，糸魚川市内を通過する際に，日本海の夕

日・トワイライト（薄明）が楽しめた．惜しまれ

つつ引退したトワイライトエクスプレスだったが，

秋田県の五能線や新潟県の羽越本線，島根県・山口

県を走る山陰本線など夕日が見えるローカル線は現

在も多く存在している[1]．しかし，これらのロー

カル線には二つの課題がある．一つは，利用客の少

なさである．表１では夕日が見える各路線の 1日の

年度別平均通貨人員を示している．2016 年度から

2020 年度にかけて平均通過人員は減少しており，

500 人未満の路線が多い．また平均通過人員が 500

人未満の路線は 5～10年後，廃線になる可能性が高

い[2]．二つは，電車の本数の少なさである．海沿

いを走るローカル線は夕日景観に最適であるが，1

時間～1 時間半に 1 本しかない路線が多く，電車の

本数の少なさから必ずしも夕日やトワイライトが車

窓から見えるとは限らない．これらローカル線の存

続のために夕日・トワイライト景観を付加価値とし

た特急の運行など対策が必要である． 

1.2．夕日・トワイライト景観 

石川県羽咋市域南部から宝達志水町にある千里浜

海岸や，京都府京丹後市網野町浜詰地区の夕日ヶ浦

海岸をはじめ，現在日本には多くの夕日スポットが
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表 1 JR路線の平均通過人員(人/日) 

（出典：JR各路線の「路線別ご利用状況」より作成）
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存在する．図 1では NPO 法人 日本列島夕陽と朝日

の郷づくり協会が取りまとめる「日本の夕陽百選」

の分布を示している[3]．現在，100 か所以上の名

所が選ばれており，太平洋側の夕日スポットが 13

か所に対し，日本海側の夕日スポットは 35 か所登

録されている．このように夕日・トワイライト景観

は貴重な観光資源として認識され，夕日やトワイラ

イトを地域資源としたまちづくりが行われている事

例もある[4]． 

1.3．大気通過距離 

図２は観測地と太陽との位置関係から夕日・トワ

イライトの状況を単純化して示している．トワイラ

イトとは日の出前，日没後，まだ空が薄暗い状況で

あり，大気中の塵によって太陽光が散乱することで

グラデーションが見える．日の出・日没時では太陽

光が大気を通過する距離が長く，太陽光に含まれる

青い光は散乱するため，夕日が沈むにつれ，図 2の

ように空が青色からオレンジ色に変化する．またト

ワイライトは太陽が地平線から太陽高度𝜏(< 0)まで

に動く現象のことであり，太陽高度𝜏よって３段階

の定義がある．一つは，0 ≥ 𝜏 ≥ −6の市民薄明で

ある．日本の夜明け・日暮れと同じく，１等星が見

え始める明るさである．二つは，−6 ≥ 𝜏 ≥ −12の

航海薄明であり，航海中に使用される水平線が見

える限界の明るさである．最後に，−12 ≥ 𝜏 ≥ −18

の天文薄明であり，完全に暗くなる時間帯として

天文学で使われる．明るさは 6等星が見えだす限界

である．[5] 

トワイライト景観において，太陽光が大気中を通

過する長さによるグラデーションの色合いや，緯度

による太陽の沈み方は異なる．すなわち，夕日・ト

ワイライト景観は緯度や地形といった地理条件を

受ける．図 3は観測地ごとの夕日の見え方を単純化

して示している．図 3（b）の盆地では日没時，山

に夕日やトワイライトが遮られてしまうが，図 3

（a）の平地では夕日が地平線に沈むまで観測する

ことができる．図 3（b）低緯度地域と図 3（a）高

緯度地域を比較すると，太陽が沈むまでの時間は高

緯度地域の方が長い．つまり，太陽の動きがほぼ地

平線で対称になることからトワイライトの時間も長

くなる． 

1.4．研究の目的 

人口減少，財政難である過疎地域はハード整備に

よる地域活性化政策には限界がある．夕日やトワイ

ライトという地域固有の資産を活用する意義は大き

い． 

本研究では図 4に示す北海道日本海側沿岸地域に

位置する西天北地域を対象とし，北から南方向に番

号を付けた．この地域を対象とした理由は三つある．

一つは，対象地域は夕日・トワイライト景観を観測

するのに有利な条件が揃っている．西天北地域は

広幅員道路が格子状基準とする直線で広がり，高

図１ 「日本の夕陽百選」の分布 

（出典：朝日・夕陽の放送局の「夕陽百選」より作成）

図２ トワイライトのイメージ図 

（b）盆地―低緯度地域 （a）平地―高緯度地域 

図 3 日没頃，太陽の様子 
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層建物や工作物が少ない．したがって視線が通りや

すく，夕日・トワイライトを図 5のように町中感染

道路からでも観測できる．二つは，対象地域は過疎

地域であり，人口減少が進んでいる．図 6は天塩町

②の河川公園で撮影した夕日・トワイライト景観で

ある．手前に広がる天塩川と奥に広がる日本海，そ

して利尻富士を望むことができる稀有な景観である．

本研究を通して，対象地域の夕日・トワイライト景

観の優位性を示し，観光資源としてアピールするこ

とで，地域活性に貢献したい．三つは， 第一・二

著者が西天北地域の天塩町②と高大連携事業を三年

以上行っており，対象地域を深く理解している

（『北海道新聞』2020.11.16）． 

本研究では，まず夕日・トワイライト景観の優位

性を示すために，単純なモデルを用いてトワイライ

トと緯度という地域の関係を明らかにする．次に，

西天北地域の格子状道路網の傾きと夕日・トワイラ

イト景観の関係について述べる．夕日を活かした観

光やまちづくりの研究は多くあるが［4］，地域に

よるトワイライト・夕日景観の違いを定量的に評価

した研究はない．またトワイライトも景観の一部と

して扱った既存研究はなく，新規性があると考える． 

 

２．トワイライト時間と方位 

2.1．自転・公転モデルの単純化 

本稿では夕日・トワイライトと地域との関係のみ

追及するために天文学に基づいた厳密な計算を避け

る．夕日・トワイライトの原理を太陽と地球との位

置関係を単純化し，緯度による観測時間や観測時刻，

方位の違いを解釈する．単純化の意義は二つある．

第一に，まちづくりと関係する本質のみ抽出したい．

第二に，結果を多くのステークホルダーと共有した

い．精度を追求しすぎると，まちづくりや都市計画

の検討から離れていくだけである． 

そこで楕円軌道やケプラーの法則を考慮せず，地

球を球体，公転軌道を円と仮定し論を進める．その

ため 1年間の太陽と地球の位置関係は図 7のように

なり，地球の地軸が公転軸に対して 23.4°傾き，（撮影日：2019年 8月） 

図 6 天塩町海岸から見る 

夕日・トワイライト景観（第一著者撮影） 

（撮影日：2021年 8月） 

図 5 天塩町中心部から見るトワイライト 

図 7 自転・公転単純化モデル 

図 4 西天北地域全域と札幌からの距離 
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自転しながら太陽の周りを公転する状況を想定する．

図７で示すように，公転による地球の位置を冬至の

位置と現在の太陽の位置が成す角度𝛽，および公転

軸と地軸がなす角度𝛼とする．[6] [7] [8] 

𝛼の範囲は，−23.4 (
𝜋

180
) ≤ 𝛼 ≤ 23.4 (

𝜋

180
)となる．

したがって地球の位置𝛽と角度𝛼は一対一対応する

ため，公転による地球の位置はパラメータ𝛼で表せ

る． 

また，同一緯度では 一日の太陽の動きは同一なの

で，自転による観測地点の位置は経度 𝜆  の値で表

せる．以上より，一日の時間を経度𝜆  で，四季を𝛼

としてパラメータ表示し，緯度ごとのトワイライト

の変化をみる．なお本研究で扱う地軸𝛼では弧度法，

それ以外の角度はラジアン(rad)とする． 

2.2．太陽高度の計算 

座標原点を地球中心とする三次元方向で考える．

𝑥𝑦面を赤道，𝑧軸を北方向とする．地球の回転対称

性から南中時をグリニッジ子午線に固定する．グリ

ニッジ子午線の𝑥軸の値は 0 とする．そして，①緯

度から場所の違い②自転を反映する経度から時刻

の違い（図 8）③公転を反映する地軸の傾きから季

節の違い（図 9）を観察する． 

グリニッジ子午線の南中時で固定するため，太陽

光源ベクトル𝕒は(cos 𝛼 , 0, sin 𝛼)とする．緯度を𝜙と

し地表観測点での平面の法線ベクトル 𝕓は

(cos𝜙 cos 𝜆 , cos 𝜙 sin 𝜆 , sin𝜙)と表現できる．太陽

高度𝜇は地表面から太陽方向を見る太陽光源ベクト

ル𝕒と地表平面が成す角であり，図 10に示す．両ベ

クトルの内積(𝕒 ∙ 𝕓)から𝜇 = 𝜋/2 − cos−1(𝕒 ∙ 𝕓)とな

り，次式を得る： 

sin⁡ 𝜇 = cos⁡ 𝜆⁡⁡cos⁡ 𝛼⁡⁡cos⁡ 𝜙 + sin⁡ 𝛼⁡⁡sin⁡ 𝜙．  (1) 

 式(1)より春分・秋分で説明すると，春分の日の地

球と太陽の位置関係は地軸の影響が現れない𝛼 = 0

の状況に対応し，太陽光線ベクトル𝕒は(1,0,0)とな

る．𝜆 = 0で南中時となるため，経度差が正午との

時刻差に置き換えて考えることができ，次式を得

る： 

𝜇 = arcsin(cos ∅ cos 𝜆)．          (2) 

式(2)をより経度𝜆と時刻の関係について，次の 3点

が得られた．第一に，春分の正午においては𝜆 = 0

となり，(2)に代入したとき，次式を得る： 

𝜇 = 𝜋/2 − 𝜙．               (3) 

式(3)より高緯度ほど南中高度が低くなることが言

える．第二に，春分の日没，日の出においては𝜆 =

𝜋/2 ,－𝜋/2となり，式(2)に代入したとき𝜇 = 0とな

る．日没・日の出では太陽高度は 0 となるため，

𝜆 = 𝜋/2,－𝜋/2は正しい．第三に，赤道（∅ = 0）で

は式(2)を用いると次式を得る： 

𝜇 = 𝜋/2 − 𝜆．               (4) 

𝜆 = 0で南中時を表すため，正午に近いほど太陽高

度が高くなると説明できる． 

 

図 10 太陽高度の定義 

図 8 赤道断面図 

図 9 地軸断面図 
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2.3．季節別のトワイライト時間 

 トワイライトとは日没後に太陽が地平面に沈んだ

時間帯，または日の出前に太陽が沈んでいる時間帯

であり，太陽高度から定義されている．本稿では，

太陽高度が 0 から 𝜏(< 0)  までの間に起こる現象と

するとトワイライトの条件式は𝜏 ≤ 𝜇 ≤ 0となる．

よって式 (1) から，太陽高度の下限 𝜏となる時の時

刻 𝜆  が割り出せ，トワイライトとなる時間の範囲

は次の通り表せる： 

− tan𝛼 tan∅ ≤ cos 𝜆 ≤ sin 𝜏 cos 𝛼 cos ∅ − tan 𝛼 tan∅.⁡

(5) 

トワイライトとなる太陽高度の下限を𝜏 = −𝜋/12

とし，昼夜が等しくなる春分・秋分において， 式

(2) より緯度𝜙の関数でトワイライト時間の変化を

図9に示した．縦軸は一日の時刻𝜆，横軸は緯度𝜙で

ある．本稿では日没後から太陽高度が𝜏 = −𝜋/12に

至るまでの時間帯をトワイライトと定義しているた

め，図 11～13 では日没後及び日の出前を夜と表し

ていない．また季節は北半球の季節を基準とし，北

半球が夏至（𝜶 = 23.4°），南半球は冬至として考え

る．式（5）より北半球が春分・秋分（𝜶 = 0°）の

トワイライト時間は次の通りである： 

𝜆 = arccos (
sin(−

𝜋

12
)

cos∅
)．          (6) 

横軸が赤道を中心としたときの観測地の緯度，縦

軸が正午を中心としたときのトワイライト，昼，夜

の時間帯である．さらに， 地軸の影響を加味した

とき，夏至（𝛼 = 23.4°）さらには，それらの間に

位置する季節での状況を， それぞれ，図 12 及び図

13 に示す．緯度の影響はもとより，北半球及び南

半球での差異を理解できる． なお，トワイライト

の逆の現象として逆光がある[9]．逆光となる太陽

高度の上限𝜏 = 𝜋/12とした時の結果も，これら図

に示す．図 11～13 からトワイライトの時間は高緯

度になるほど， トワイライトの時間は長くなるこ

とが読み取れる．また北半球では春分から夏至にか

けて緯度に関わらずトワイライト時間は長くなって

いる． 

またトワイライト時間の理論モデルの結果の妥当

性を確認するために，一般的に多く活用され，逐次

近似法を用いた夕日・トワイライトの正確な値が得

られる方法 [5]との結果の比較を行った．本研究で

はその方法を精緻な計算とし，Python で算出した．

表 2 より日本の緯度の範囲内では，精緻な計算値と

の誤差は 2～3 分程度であり，精緻な計算によるト

図 11 トワイライト時間 春分（𝜶 = 𝟎） 

図 12 トワイライト時間 （𝜶 = 𝟐𝟑.𝟒/𝟐） 

図 13 トワイライト時間 夏至（𝜶 = 𝟐𝟑. 𝟒） 

表２ 精緻な計算との結果の比較 
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ワイライト時間に対して，誤差は 3.9～4％であった．

よって精緻な計算の結果と本研究の理論モデルとの

差はほとんど無視できるため，地球と太陽の関係を

単純化したモデルにおいても夕日・トワイライトの

現象を正確に説明できると言える． 

2.4．トワイライト時間の長さ 

日没から太陽高度𝜏に至るまでのトワイライト時間

の長さについては，式(1)より，夏至（𝛼 = 23.4°），

冬至（𝛼 = −23.4°），春分・秋分（𝛼 = 0°）では次

の通りとなる： 

（ⅰ）夏至（𝛼 = 23.4°） 

λ = (arccos (− tan(∅) tan (
23.4𝜋

180
) +

sin(−
𝜋

12
)

cos(∅) cos(
23.4𝜋

180
)
) −

arccos(−tan⁡(∅)tan⁡(
23.4𝜋

180
))) ∗ 12/𝜋．     (7) 

（ⅱ）冬至（𝛼 = −23.4°） 

λ = (arccos (− tan∅ tan (
−23.4𝜋

180
) +

sin n(−
𝜋

12
)

cos ∅ cos(
−23.4𝜋

180
)
) −

arccos(− tan∅ tan (
−23.4𝜋

180
))) ∗ 12/𝜋．     (8) 

（ⅲ）春分・秋分（𝛼 = 0°） 

λ = (arccos (− tan∅ tan(0) +
sin(−

𝜋

12
)

cos∅ cos(0)
) −

arccos(− tan∅ tan(0))) ∗ 12/𝜋．       (9) 

トワイライト時間の長さの変化は図 14 のように

なる．横軸が赤道を中心とした観測地の緯度，縦軸

がトワイライトの継続時間である．北半球において，

夏至は冬至よりトワイライトの継続時間が長く，春

分・秋分ではトワイライト継続時間が最も短いこと

が読み取れ，高緯度ほどその差異が大きくなる．ま

た南半球では北半球とは逆の現象が起きており，そ

れは北半球と南半球では季節が真逆であることから

説明できる． 

2.5．トワイライトの太陽位置計算 

 図 2(a)(b)より太陽は緯度によって沈み方が異なる．

夕日・トワイライト時の太陽の方位角を西方向から

のブレ角𝜔と定義し，ブレ角𝜔を図 15 で示す．例え

ば，ブレ角𝜔は春分・秋分の赤道では太陽は直下に

沈むため𝜔 = 0となる．太陽高度が 0 から 𝜏(< 0)ま

での太陽の方位角を考えると，式(1)からブレ角𝜔は 

cos𝜔 =

cos 𝛼 cos 𝜏 √1 − (sin 𝜏 cos 𝛼 cos∅ − tan𝛼 tan∅)． 

 (10) 

(10)より春分・秋分（𝛼 = 0°）のブレ角は次の通り

である： 

𝜔 = arccos

(

  
 
cos 0√1−(

sin(−
𝜋
12)

cos∅ cos0
−tan∅ tan0)

2

cos(−
𝜋

12
)

)

  
 
．  (11) 

ブレ角𝜔を緯度𝜙の関数として，トワイライトでの

ブレ角の変化を図 16 に示す．横軸が赤道を中心と

した観測地の緯度，縦軸が西（270°）を中心とし

たときのトワイライトでのブレ角であり，北方向寄

りを正，南方向寄りを負で表している．北半球にお

いて夏至では北方向寄りに太陽が沈むため，西方向

からのブレ角が最大になっている．一方で冬至では

南方向寄りに太陽が沈むため，西方向からのブレ角

は最小となる．また図 16 より高緯度ほど西方向か

らのブレ角の値が大きくなることがわかる．  

次に東京と天塩町を比較する．式(10)より，東京

（∅ = 35.6），天塩町（∅ = 44.8）では次の通りと

なる： 

図 14 トワイライト時間の長さ 

図 15 太陽の方位角（西方向からのブレ角）𝝎 
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(Ⅰ) 東京（∅ = 35.6） 

cos𝜔 = cos𝛼 cos 𝜏 

√1 − (sin 𝜏 cos 𝛼 cos(44.8𝜋/180) − tan 𝛼 tan(44.8𝜋/180). 

(12) 

(Ⅱ) 天塩町（∅ = 44.8） 

cos𝜔 = cos𝛼 cos 𝜏 

√1 − (sin 𝜏 cos 𝛼 cos(35.6𝜋/180) − tan 𝛼 tan(35.6𝜋/180). 

(13) 

ブレ角𝜔を地軸の傾き𝛼の関数として，東京と天塩

町における日没（𝜏 = 0）からトワイライト（𝜏 =

−𝜋/12）までのブレ角の変化を図 17 に示す．横軸

が春分・秋分を中心とした地軸の傾き𝛼，縦軸が西

（270°）を中心としたときのブレ角𝜔である．図

15 より日没からトワイライトに変化するまでのブ

レ角𝜔の範囲は東京よりも天塩町が広いことが読み

取れる．したがって高緯度地域はより広い範囲で太

陽がゆっくりと沈み，夕日・トワイライト景観をよ

り長く堪能できると推察できる． 

 

３．西天北地域の夕日・トワイライト景観 

3.1．西天北地域 

 図 4で示す西天北地域は人口減少と財政難が深刻

な過疎地域である．天塩町②は，2021 年に人口

3,000 人を下回り，その数は天塩町の乳牛の飼育数

よりも少ない．また西天北地域にはオロロンルート

が図 4のように海岸線と平行してある．車窓からの

オロロンルートの景色は，暑寒別岳の山並みや天売

島・焼尻島，夕日・トワイライトなど自然景観が豊

富である． 

3.2．格子状都市 

支配者がある地域を支配する手段のために，スペ

イン植民地の多くが格子状都市を形成していること

が明らかになっている．格子状都市が普遍的である

のは，土地の分配や道路建設が容易であり，管理し

やすいからである．[10] 

西天北地域をはじめとする北海道の都市もスペイ

ン植民都市と同様に，殖民時代の名残から格子状

道路網が広がっている．北海道は明治 23 年の「殖

民地区制度」によって，移民への公平な土地の開放

と宅地規模の規格化を目的に格子状の街並みとなっ

ている．[11] 

格子状都市建設時には山を基準として主要道路を

敷いた場合があり，主要道路が山あて道路であるこ

とが多い．山あて道路の景観には三つの特徴がある．

第一に，正方格子だと夕日・トワイライトへの視線

図 16 トワイライトでのブレ角の変化 

図 17 日没からトワイライトでのブレ角の変化 

図 18 天塩町 図 19 小平町 
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が通る道路の本数は半分にもなり，町全体で夕日・

トワイライトを享受できるのである．第二に，道路

上から山を見るため景観に奥行きがある．第三に，

山あて道路には歴史があることである．殖民都市の

他，宗教，城下町が要因となって，山あて道路が形

成される場合がある．歴史的背景のある山あて道路

だが，景観を阻害する位置に高層建築物が建設され

るといった課題がある．[12] 

代表的な格子状都市である京都の道路網の向きは

東西南北に揃っているが，西天北地域の格子状都市

は西方向に対して格子状道路網が傾いている．また

図 18及び図 19のように海岸線に対して垂直に主要

道路が敷かれるため，市町村によって格子状道路網

の傾きが異なっている[13]．表 3 は西天北地域の各

格子状都市の模式図である．表の値は西方向に対す

る格子状道路網の傾きを示している． 西天北地域

の格子状都市は，横軸の道路の傾きが西方向に対し

て北寄りの都市と，南寄りの都市に分類できる． 

3.3．オロロンルートの夕日・トワイライト景観 

格子状道路は直線に敷かれているため道路の延長

方向上で，図 5のように視線が通り夕日・トワイラ

イトが観測できる．したがって意図的に敷かれた山

あて道路の景観に対して，格子状道路の延長上に見

える夕日・トワイライト景観は偶然による産物であ

ると言える． 

格子状都市の主要道路の向きや緯度によって，格

子状道路の延長上に見える夕日・トワイライトの観

測条件は変化する．西天北地域の各市町村の格子状

道路の横軸の方位角と道路延長上に夕日が見える時

期を算出する．そこで図 20 で示すように道路延長

上に太陽が通過する状況を考える．なお，太陽高度

が𝜋/12～－𝜋/12であり，かつ道路延長上を通過す

る場合を夕日・トワイライトが観測できるものとし，

𝜋/12～0の場合を夕日，0～－𝜋/12の場合をトワイ

ライトとするした． 

オロロンルート沿い都市の主要な横軸道路から夕

日・トワイライトが観測できる時期を図 21 に示す．

横軸道路の向きが北寄りの傾きである小平町⑦だと，

道路の延長方向上に夕日が観測できる時期は 4月頃

から 8月頃である．一方，横軸道路の向きが南寄り

の傾きである天塩町②は，観測時期は 1月中旬から

3 月中旬，または 10 月から 11 月中旬である．道北

地域の降雪時期は 11 月後半から 3 月中旬であるた

め，天塩町②は 1 月中旬から 3 月中旬の期間は夕

表 3 格子状道路網の西方向に対する傾き 

図 20 道路延長上を通過する夕日 

図 21 格子状都市での夕日・トワイライトの観測期間 



9 

日・トワイライトを観測できない可能性がある．す

なわち同じ格子状都市でも横軸道路の向きが北寄り，

または南寄りで夕日・トワイライトの見えやすさが

異なると言え，北海道においては降雪時期があるた

め横軸道路の向きが南寄りよりも北寄りの方が適し

ている．羽幌町⑤と小平町⑦の夕日・トワイライト

観測時期はトワイライト時間が長い期間でもあるた

め，夕日・トワイライトの観測に適した地形である． 

格子状道路網の向きが東西南北に揃っている例と

して京都市と西天北地域を比較する．図 21 より京

都市の夕日観測時期は 4月と 9月であった．また京

都の夕日・トワイライト観測時期の日数が 85 日に

対し，小平町⑦は 168日であった．京都市の夕日・

トワイライト観測時期と羽幌町⑤・小平町⑦の夕

日・トワイライト観測時期は被らないため，西天北

地域では京都とは異なる時期に夕日・トワイライト

を堪能できる． 

3.4．高緯度地域の優位性 

 図 22及び 23では緯度別の平成 27年度人口分布

と「夕陽百選」の分布を示している．図 22 より夕

日・トワイライト景観の観測に有利な条件が揃う，

西天北地域には人口のおよそ 2.9％しかおらず，ま

た図 22 より，現在登録されている「夕陽百選」の

分布も人口と同様な分布をしている．また人口分布

は北に偏っているが夕日スポットの分布は南に偏っ

ており，高緯度地域の夕日スポットが認識されてい

ない．したがって西天北地域の夕日・トワイライト

景観が稀有な観光資源であると言える． 

４．おわりに 

我が国は南北に細長い弓なりの国土を有する．南

北差 300km という我が国の地理条件を活かした地域

政策は地方分権の時代では不可欠である．本研究で

は，夕日・トワイライトという自然現象の地域性の

違いを発掘するため，多くのステークホルダーが理

解できるよう単純なモデルを構築し，それをまちづ

くりという観点から吟味し，次の三つの知見を得た．

第一に，トワイライト時間は低緯度地域よりも高緯

度地域の方が長いことを示した．特に，高緯度で日

本海側に面する北海道西天北地域ではより長く夕

日・トワイライトを堪能することができる．第二に，

トワイライト時間の長さは夏至の頃が最も長くなる

ことである．西天北地域の 6～8 月の気温は 16～22

度で湿度も低く晴天の日が多いため，トワイライト

時間が 1年間で最も長い時期に，快適な気候条件で

観測でき，本州から観光客誘致に貢献できる．第三

に，西天北地域には太陽光を町全体に通す格子状都

市が多く，その軸線の傾きがそれぞれ異なるため，

どの時期に訪れても西天北のどこかの町では街路の

半分で夕日・トワイライトを見ることができる． 

人口減少が進行し既存インフラが劣化しする西天

北地域では財政は今後より厳しくなるであろう．ハ

コモノなどのハード整備だけでなく，地域資源を活

かしたソフト整備を進めていくという意味でも，西

天北地域の夕日・トワイライト景観の優位性を踏ま

えた，観光などの来街者，地域アイデンティティな

ど地域住民に対する地域活性化政策が求められる． 

今後の課題として，高低差などの地形を組み込み

こむことで数値の精度をあげることである．それに

より，沿岸地域，盆地など地域ならではの知見を導

きたい． 
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